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研究課題の概要

本研究は、アフリカなど発展途上国における海洋プラスチックごみ問題の解決に向け、有効活用が望まれ

る農業廃棄物由来のプラスチック代替素材（バイオコンポジット、紙）を開発し、エジプトでの海洋プラス

チックごみ削減とサーキュラーエコノミーの同時実現への総合的システムを構築することを目的とする。本研

究は「プラスチック代替素材開発と効果的な製造に向けたシステム設計」と「新規プラスチック代替素材の

優位性評価と円滑な導入手法の検討」からなり、次の３項目を実施する。（１）新規プラスチック代替

素材開発により、農作物残渣（ざんさ）と生分解性プラスチック由来のバイオコンポジット開発とそのパイ

ロット施設建設、またパイロット化を目指した農作物残渣由来の紙製造プロセスを確立する。（２）残渣

回収から代替素材製造・販売のシステム設計とその環境・経済評価を行う。（３）新規材料導入がエ

ジプトの産業に与える社会的影響を評価し、本研究終了後に社会実装へと発展させる。
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